




















































This is the activity report of Musashigaoka Handball Clinic. This clinic was done by Musashigaoka Sports 
Club. The purpose of this clinic is the dissemination of handball ,and regional contribution. In this clinic, it was 
important to communicate with the cooperation with fellow than the progress of skills. The clinic was held three 
times a year by changing the participant. Participants of this clinic were the elementary school children and ju-
nior high school students and parent-children. Former All Japan players and professional leaders and top players 
coached children. College students helped it. We were able to make a valuable opportunity to learn handball from 
top players for children. The future, we want to continue to provide a valuable opportunity by continuing this cli-
nic.



















は表 1 の通りである。第 3 回については、参加者
が小学生のみ、あるいは保護者 1 名小学生 2 名以
上の参加の場合は、学生が保護者役で参加した。
表 1　平成 24 年度開催日時及び参加者
日　時 参加者 人　数
第 1 回
8 月 19 日（日）







10 月 13 日（土）




1 月 27 日（日）















































　開催回数、参加者を表 2 に示した。 









































































































外で開催できるのは 6 月〜 10 月の期間となるが、
その期間は学生のリーグ戦も重なり日程調整が難
しいため、日程調整だけではなく開催回数自体も
検討する必要がある。
　このクリニックは、本学学生にとっても非常に
貴重な学びとなっている。講師や現役選手と一緒
に子どもたちの指導を行うことでコミュニケー
ション能力を養い、指導法を学ぶだけではなく、
クリニックの準備・運営に携わることでスムーズ
に進行するために、今何をするべきか自ら考えて
行動することは、これからの社会に出ていく際に
もとても大切なこととなる。参加者に喜んでもら
えるだけではなく、このような学びの機会を本学
学生に提供していくために、今後も改善を続けな
がら、武蔵丘ハンドボールクリニックを継続させ
ていきたいと考えている。
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